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〇 科研費について
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運営費交付金と競争的研究費
運営費交付金
• 国立大学法人制度発足（2004年）に伴い導入

• 教育と研究を通じて社会に貢献するための基盤的経費

• 「選択と集中」政策により年々削減

⇒ 外部資金獲得の必要性が、年々高まっている

競争的研究費
• 運営費交付金の減少の代わりに、研究者が応募し審査を経て獲得する競争的研究費の割合が
増加

• 限られた研究資金を、より優れた研究に配分

• 最も代表的な競争的研究費は、日本学術振興会（JSPS)によって運営される科研費

ＪＳＴ研究開発センター（CRDS）研究開発の俯瞰報告書
日本の科学技術・イノベーション政策（２０２２年）より
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JSPS 科研費ハンドブック 2024年度版より



科学研究費助成事業
科研費
全国の大学や研究機関においては、様々な研究活動が行われています。科学研究費助成事業

（科研費）はこうした研究活動に必要な資金を研究者に支援する仕組みの一つで、人文学、社
会科学から自然科学までの全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」を
幅広く支援しています。

科研費では質の高い優れた研究課題を選定するため、研究者のピアレビュー*に審査を行って
います。

*研究者コミュニティが自ら選ぶ研究者が、科学者としての良心に基づき、個々の研究の学術的価値
を相互に評価・審査しあうシステム

研究種目
研究の段階や規模などに応じて「研究種目」が設定されています。応募する研究者は応募要

件を確認した上で、自身の研究計画の内容や規模に応じて研究種目を選ぶことができます。
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令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より



制度の変遷と近年の主な制度改革

近年の科研費の制度改善
2001（平成13）一部種目から間接経費を措置、研究支援者の雇用を実現

2003（平成15）PD・PO制度である学術システム研究センターを設置

2011（平成23）「基金化」の導入

2013（平成25）補助金に「調整金」枠を設定（前倒し使用、一定要件を満たす場合の次年度使用）

2015（平成27）基金交付対象の見直し、海外在住日本人研究者の帰国前予約採択

2017（平成29）「挑戦的萌芽研究」を「挑戦的研究」に発展・見直し

2018（平成30）新たな「研究種目・枠組み」及び新たな「審査システム」による公募・審査

2019（平成31）研究成果等の公開情報の充実、海外渡航による科研費の中断・再開制度の導入

2020（令和2）「挑戦的研究（開拓）」の基金化

2021（令和3）公募スケジュールの前倒しを実施、「国際先導研究」を創設

2022（令和4）「特別研究員奨励費」の基金化

2023（令和5）「基盤研究（B）」の基金化

5

令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より



科研費審査システム改革の概要
多様かつ独創的な学術研究を振興するために、科研費の公募・審査の在り方は不断に見直され
ています。

注）人文社会・理工・生物等の「系」単位で審査を行っている大規模研究種目(「特別推進研究」、
「新学術領域研究」）の審査区分は基本的に現行どおり実施する。審査方式については、当該種目の
見直しの進捗を踏まえて逐次改善する予定。

6

※令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より



応募
応募は、電子申請システムによりオンラインで行います。

科研費電子申請システム https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

• 電子申請システムの操作については、システムの「研究者の方向け情報」タブにて、「操作
手引（応募用）」を参照

https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/topkakenhi/download-ka.html#tebiki

• 例年、JSPSの提出期限の約１か月前に学内締め切りが設定されますので、学内通知やHP等で
ご確認ください。

※ 学内締め切りは下記、研究推進課の科研費のページにて確認できます。

https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/kaken.html
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JSPS「科研費電子申請システムの操作方法について」令和４年７月 より

https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html
https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/topkakenhi/download-ka.html#tebiki
https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/kaken.html
https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/kaken.html


審査区分
• 応募者は自らの判断により、「応募する研究種目」に対応する「審査区分」を選択

• 区分は“学問分野の体系化を趣旨としたもの”、“大学の学科・専攻や学会の分野などに基づい
ているもの”のいずれでもない

• 固定化されたものでなく、学術研究の新たな展開や多様な広がりにも柔軟に対応できるよう
設定

（小区分は「○○関連」、中区分は「○○および関連分野」、大区分は分野名を付さずに記号
（A～K）で表記）
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令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より



審査の流れ
• 科研費の審査は各種目で定められた評定基準等に従って審査されます。
https://www.jsps.go.jp/j-
grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html#u20230311174420

• 審査方法には【総合審査】、【２段階書面審査】があります

【総合審査】
「特別推進研究」、「基盤研究(S)」

「基盤研究(A)」、「挑戦的研究(開拓)*」

【 ２段階書面審査】
「基盤研究(B・C)」、「若手研究」、「挑戦的研究(萌芽)*」

*挑戦的研究（萌芽）の審査は、令和3（2021）年度公募以前は総合審査で行われていましたが、
令和4（2022）年度公募からは2段階書面審査で行われています。
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令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html#u20230311174420
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２段階書面審査の流れ（イメージ）

令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より



参考となる関連情報等

• JSPS 科学研究費助成事業（科研費）WEBページ
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/
公募情報やルールなど様々な科研費情報はこちらで
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https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/
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・JSPS 科学研究費助成事業（科研費） 続き

科研費パンフレット
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/24_pamph/index.html

概要や参考資料・データをわかりやすく紹介しています。

科研費ハンドブック（研究者用）
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/15_hand/index.html

主に研究者の方々を対象として、科研費についての基本的な内容を分かりやすく解説していま
す。印刷していつでも確認できるようにしておくことをお勧めします。

※年度が変わるとリンク先も変わる可能性があります。その際は科研費HPメニューからご確認くだ
さい。

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/24_pamph/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/24_pamph/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/15_hand/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/15_hand/index.html


・研究推進課 科研費 WEBページ
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https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/kaken.html

研究種目別の情報（学内締め切り含む）や科研費に関する各種情報、リンク先などの一覧を確
認できます。

https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/kaken.html


・リージョナル・イノベーションセンター WEBページ
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https://www.suric.saga-u.ac.jp/

学内向けのページに、研究資金情報について掲載しています。

https://www.suric.saga-u.ac.jp/
https://www.suric.saga-u.ac.jp/


別表１　重複制限一覧表

新学術領
域研究

研究領域
提案型

一般 一般 一般
公募
研究
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規
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新
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新
規

代
表
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表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　

　－：同一の研究種目（応募区分）においては、一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の継続研究課題を有する場合は、

      乙欄の研究課題に応募できない）

　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）

　▲：乙欄の研究課題に応募できない（甲欄の継続研究課題の研究のみ実施する）

　■：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、甲欄の研究課題の研究のみ実施する

　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

　★：原則として重複応募は認めない（明らかに異なる２つの研究を同一年度内に行う必要がある場合を除く）

※1　受給回数２回目の「若手研究」に応募可能な場合が該当します。受給回数制限については、２０頁を参照してください。
※2　国際共同研究強化（B）については、令和2(2020)年4月に公募を予定しています。

×

継続

国際共同研究強化 継続 代表者

▲

▲

挑戦的研究

開拓

萌芽
新規 代表者

新規 代表者 □

継続 代表者

× ×□ □ × －

－

▲ ▲

特別推進研究
新規 代表者 － ■

若手研究

新規
（1回目）

新規
(2回目)※1

基盤研究Ｓ
新規 代表者 □ －

基盤研究Ａ

一般
新規 代表者

継続 代表者 □ ▲

基盤研究Ｂ

一般
新規

１－１）「研究代表者（新規・継続）（甲欄）　　　　研究代表者（乙欄）」型

特
別
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進
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盤
研
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Ｓ
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Ａ
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盤
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Ｂ
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手
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2
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目
）

※
1

国
際
共
同
研
究
強
化

（

B
）

※
2

若
手
研
究

（

1
回
目
）

■ ■ ■

継続 代表者 － ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲▲ ▲ ▲ ▲

■ ■ ■ ■ ■■

■

▲ ▲

× × ■

▲

× ■× ×

継続 代表者 □ － ▲ ▲ ▲

■

海外学
術調査 継続 代表者 □ ▲ ★ ★ ★

▲ ▲ －

□ □ － ×

▲ ▲

－ ▲ ▲ ▲

▲

▲

海外学
術調査 継続 代表者 □ ▲ ★ ★

×代表者 □ × × －

継続 代表者 □

★

▲

▲

▲

▲▲

▲

■

▲

×

▲

代表者

継続 代表者 □ □
特設分
野研究

▲

－ ×

基盤研究Ｃ
一般

新規 代表者 □ × × ×

継続 代表者 □ ▲ ▲ ▲

特設分
野研究 継続 □ □

▲

×

▲ ▲ ▲ ▲

× ×

－ ▲

□ × ×

▲

－

－ ▲ ▲

×

▲ ▲

▲

▲ ▲ ▲若手研究Ａ 継続 代表者 □ ▲

若手研究Ｂ 継続 代表者 □ ▲ ▲ ▲ ▲ －

□

代表者 □ ▲ ▲ ▲ ▲ － ▲ ▲ ▲

□

× ×

代表者 □

－ ×

－

□－

代表者

□

× × － ×

▲ ▲ ▲ － ▲

×

▲

×

継続 代表者 □ ▲ ▲ ▲ －

□ ×

▲

×

挑戦的萌芽研究 継続 代表者 □ ▲ ▲

研究活動
スタート支援

継続 代表者

特別研究員奨励費
（特別研究員）

継続 代表者 ▲ ▲ ▲

国際共同研究強化
（Ｂ）

継続 代表者 □ □ ▲

× ×

□ □□ □

▲ ▲

－

□

×

帰国発展研究 継続 代表者 □ □ □ □ □

国際共同研究強化
（Ａ）

継続 代表者

□

乙欄

甲欄



一般 一般 一般 開拓 萌芽

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規
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者
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者
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者
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代
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者

総
括
班
※

継続 ▲ ▲ ▲

計
画
研
究

継続 □ 　 　 ▲ 　

新規 □ ×

継続 □ ▲

※国際活動支援班は総括班と同様の重複制限となります。

空欄：双方の研究課題とも応募できる

　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）

　▲：乙欄の研究課題に応募できない（甲欄の継続研究課題の研究のみ実施する）

　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

１－２）「研究代表者（新規・継続）（甲欄）　　　　　研究代表者（乙欄）」型
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究
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Ｃ
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手
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究
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Ａ

　本表は、「甲欄の研究課題（文部科学省が公募する研究種目）について研究代表者として応
募しようとする者又は令和２(2020)年度に継続が予定されている研究課題（継続研究課題）の
研究代表者となっている者」が、乙欄の研究課題に研究代表者として応募する場合の重複制
限を示したものです。
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別
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究
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規
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者
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者
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者
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者
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者

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　

　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）

　▲：乙欄の研究課題に応募できない（甲欄の継続研究課題の研究のみ実施する）

　■：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、甲欄の研究課題の研究のみ実施する
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一般
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（Ｂ）
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一般

海外学
術調査

一般

継続

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ｃ

海外学
術調査

挑戦的研究

継続 代表者

特別推進研究

■

継続 代表者 ▲ ▲ ▲ ▲

■新規

▲▲

■

▲

■代表者 × ■

基盤研究Ｓ

基盤研究Ａ

継続 代表者

新規 代表者

代表者

代表者

新規 代表者

継続

代表者

挑戦的研究

開拓

萌芽

挑戦的萌芽研究

継続

特別研究員奨励費
（特別研究員）

継続 代表者

継続

代表者

新規 代表者

継続 代表者

代表者

２－１）「研究代表者（新規・継続）（甲欄）　　　　 　 研究分担者（乙欄）」型

　本表は、「甲欄の研究課題（日本学術振興会が公募する研究種目）について研究代表者として
応募しようとする者又は令和２(2020)年度に継続が予定されている研究課題（継続研究課題）の
研究代表者となっている者」が、乙欄の研究課題に研究分担者として参画する場合の重複制限
を示したものです。

国際共同研究強化 継続 代表者

国際共同研究強化
（Ａ）

帰国発展研究 継続 代表者

甲欄

乙欄



一般 一般 一般 開拓 萌芽

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

総
括
班
※

継続 ▲

計
画
研
究

継続

新規

継続

※国際活動支援班は総括班と同様の重複制限となります。

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　

　▲：乙欄の研究課題に応募できない（甲欄の継続研究課題の研究のみ実施する）

２－２）「研究代表者（新規・継続）（甲欄）　　　　　研究分担者（乙欄）」型

基
盤
研
究
Ｃ

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｓ

代表者

　本表は、「甲欄の研究課題（文部科学省が公募する研究種目）に研究代表者として参画し
ようとする者又は令和２(2020)年度に継続が予定されている研究課題（継続研究課題）の研
究代表者となっている者」が、乙欄の研究課題に研究分担者として参画する場合の重複制限
を示したものです。

特
別
推
進
研
究

挑
戦
的
研
究

基
盤
研
究
Ｂ

公
募
研
究

新
学
術
領
域
研
究
（
研
究
領
域
提
案
型
）

代表者

代表者

代表者

甲欄

乙欄



新学術領
域研究

研究領域
提案型

一般 一般 一般 開拓 萌芽
公募
研究

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　

　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）

　▲：乙欄の研究課題に応募できない（甲欄の継続研究課題の研究のみ実施する）

　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

□

継続 分担者 □

挑戦的萌芽研究 継続

海外学
術調査

□

基盤研究Ｂ

一般

基盤研究Ａ

一般

海外学
術調査

特設分
野研究

基盤研究Ｃ
一般

新規 分担者 □

継続 分担者 □

分担者 □

国際共同研究強化Ｂ 継続 分担者 □

若
手
研
究

（
特
別
研
究
員
）

特
別
研
究
員
奨
励
費

挑戦的研究

特別推進研究
新規 分担者 ×

継続

特
別
推
進
研
究

基
盤
研
究
Ｓ

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ｃ

基盤研究Ｓ
継続 分担者 □

新規 分担者

３－１）「研究分担者（新規・継続）（甲欄）　　　  　 研究代表者（乙欄）」型

　 本表は、「甲欄の研究課題（日本学術振興会が公募する研究種目）に研究分担者として参画しよう
とする者又は令和２(2020)年度に継続が予定されている研究課題（継続研究課題）の研究分担者に
なっている者」が、乙欄の研究課題に研究代表者として応募する場合の重複制限を示したものです。

□

分担者 □

特設分
野研究

分担者 □

分担者 □

分担者

挑戦的研究

開拓
継続

継続

萌芽

新規

継続 分担者 □

新規 分担者

継続

分担者

□

分担者 ▲

分担者

継続 分担者 □

新規

継続

□

継続 分担者 □

新規 分担者 □

甲欄

乙欄



一般 一般 一般 開拓 萌芽

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

新規 □

継続 □

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　
　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

３－２）「研究分担者（新規・継続）（甲欄）　　　  研究代表者（乙欄）」型

分担者

挑
戦
的
研
究

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ｃ

若
手
研
究

　本表は、「甲欄の研究課題（文部科学省が公募する研究種目）に新たに研究分担者として参画しよ
うとする者又は令和２(2020)年度に継続が予定されている研究課題（継続研究課題）の研究分担者と
なっている者」が、乙欄の研究課題に研究代表者として応募する場合の重複制限を示したものです。

特
別
推
進
研
究

基
盤
研
究
Ｓ

（
特
別
研
究
員
）

特
別
研
究
員
奨
励
費

新
学
術
領
域
研
究

(

研
究
領
域
提
案
型

)

計
画
研
究

分担者

甲欄

乙欄



４）「学術変革領域研究」との重複制限一覧表

４－１）「研究代表者（新規）（甲欄）　→　研究代表者（乙欄）」型　

一般 一般 一般 開拓 萌芽

新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

総括班 新規 × ■ ×

計画研究 新規 □ ×

総括班 新規 ×

計画研究 新規 □

空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　
　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）
　■：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、甲欄の研究課題の研究のみ実施する
　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

　本表は、文部科学省が令和２(2020)年1月以降に公募する予定の「学術変革領域研究」と、今
回公募する研究種目との重複制限を示したものです。今後、「学術変革領域研究」に応募を予定
している研究者は十分確認してください。
　なお、「学術変革領域研究」の重複制限の考え方は以下のとおりです。

○「学術変革領域研究（Ａ）」の重複制限は、従来の「新学術領域研究（研究領域提案型）」
　における重複制限と同様。
○「学術変革領域研究（Ｂ）」の重複制限は、従来の「新学術領域研究（研究領域提案型）」
　における重複制限を基本としつつ、研究種目の趣旨等を踏まえ、「学術変革領域研究（Ａ）」
　と比較して次のとおり重複制限を緩和。

【重複応募・受給を認めるもの】
・「学術変革領域研究（Ｂ）」の領域代表者と「基盤研究（Ｓ）」の研究代表者
・「学術変革領域研究（Ｂ）」の領域代表者及び計画研究代表者と「挑戦的研究
　（開拓）」の研究代表者
・「学術変革領域研究（Ｂ）」の領域代表者と「特別推進研究」の研究分担者

　本表は、「甲欄の研究課題（学術変革領域研究）について研究代表者として応募しようとする者」
が、乙欄の研究課題に研究代表者として応募する場合の重複制限を示したものです。

特
別
推
進
研
究

基
盤
研
究
Ｓ

若
手
研
究

挑
戦
的
研
究

基
盤
研
究
Ｃ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ａ

学術変革領域
研究（Ａ）

代表者

代表者

学術変革領域
研究（Ｂ）

代表者

代表者

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄



４－２）「研究代表者（新規）（甲欄）　→　研究分担者（乙欄）」型　

一般 一般 一般 開拓 萌芽

新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

総括班 新規 ×

計画研究 新規

総括班 新規

計画研究 新規

４－３）「研究分担者（新規）（甲欄）　→　研究代表者（乙欄）」型　

一般 一般 一般 開拓 萌芽

新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

代
表
者

学術変革領域
研究（Ａ）

計画研究 新規 □

学術変革領域
研究（Ｂ）

計画研究 新規 □

４－４）「研究分担者（新規）（甲欄）　→　研究分担者（乙欄）」型　

一般 一般 一般 開拓 萌芽

新規 新規 新規 新規 新規 新規 新規

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

分
担
者

学術変革領域
研究（Ａ）

計画研究 新規

学術変革領域
研究（Ｂ）

計画研究 新規

　空欄：双方の研究課題とも応募できる　　　
　×：一つの研究課題にのみ応募できる（甲欄の研究課題に応募した場合には、乙欄の研究課題に応募できない）
　□：双方の研究課題とも応募できるが、双方採択となった場合には、乙欄の研究課題の研究のみ実施する

分担者

挑
戦
的
研
究

基
盤
研
究
Ｓ

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ｃ

分担者

特
別
推
進
研
究

若
手
研
究

挑
戦
的
研
究

分担者

分担者

　本表は、「甲欄の研究課題（学術変革領域研究）について研究分担者として参画しようとする者」
が、乙欄の研究課題に研究分担者として参画する場合の重複制限を示したものです。

基
盤
研
究
Ｓ

基
盤
研
究
Ａ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ｃ

特
別
推
進
研
究

学術変革領域
研究（Ｂ）

代表者

代表者

学術変革領域
研究（Ａ）

代表者

代表者

　本表は、「甲欄の研究課題（学術変革領域研究）について研究代表者として応募しようとする者」
が、乙欄の研究課題に研究分担者として参画する場合の重複制限を示したものです。

特
別
推
進
研
究

基
盤
研
究
Ｓ

挑
戦
的
研
究

基
盤
研
究
Ｃ

基
盤
研
究
Ｂ

基
盤
研
究
Ａ

　本表は、「甲欄の研究課題（学術変革領域研究）について研究分担者として参画しようとする者」
が、乙欄の研究課題に研究代表者として応募する場合の重複制限を示したものです。

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄

甲欄

乙欄



〇 採択を目指して

23



各研究種目の公募時期

24

令和７年度科研費制度セミナー「科学研究費助成事業について」資料より

令和８（2026）年度採択分



学内説明会やセミナー

25

例年、科研費獲得に向けた説明会やセミナーが開催されます。積極的にご活用下さい。

《令和7年度開催》
●令和７年度科研費制度セミナー
「科学研究費助成事業（科研費）について」
令和7年6月6日（金）10：30～12：00

講師：文部科学省研究振興局学術研究推進課企画室 室長 大鷲 正和氏

●令和８年度科研費の獲得に向けた講演会
「科研費採択への王道と近道

～チェックリストの読破と実行～」
令和7年6月19日（木）14：40～16：10

講 師：公立大学法人名古屋市立大学

理事長 郡健二郎 氏

＊開催されたセミナー資料や動画はこちら（学内）

https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/event/gakunai/event.html
（過去年度開催分もあり）

https://www.saga-u.ac.jp/kokusai/event/gakunai/event.html


SURICによる支援

26

佐賀大学リージョナル・イノベーションセンター（SURIC）では、科研費獲得をはじめとする
競争的研究費獲得に向けて、いくつかの支援活動を行っています。

１．科研費申請ブラッシュアップ・プログラム
リサーチ・アドミニストレーター（URA）による、研究計画調書の ブラッシュアップ・プ

ログラムです。担当するURAが面談、メールなどで伴走支援します。

申請予定の研究計画調書について、2回以上のやり取りを実施し、研究計画調書の推敲を重ね
ます。

＊次ページに令和7年度のスケジュールを掲載

※ 各学系等で実施する添削支援等への参加の有無に関わらず申し込み可能

※ 人数制限あり（令和7年度は60名）

２．採択の扉
リージョナル・イノベーションセンターのWEBページ内に、科研費をはじめ各種の競争的資

金獲得のために、採択されるための書き方や申請書作成のポイントをまとめた資料を学内限定
で公開しています。

https://www.suric.saga-u.ac.jp/funding/saitaku_tobira/

＊本ガイドブック20ページ以降掲載の詳細情報や活用方法をご参照ください。

３．過去の採択された計画調書の閲覧
採択の可能性を高めるための調書の作成には、過去に採択された他の研究者の調書の優れた

記載例などを参考にして、自らの調書を作成することも有効です。

科研費に採択された研究者に本取組についてのご理解を頂き、学内限定公開のご了解を頂い
たものを閲覧できます。

※ URA室（本庄キャンパス・産学交流プラザ1階101号室）内でのみ閲覧可能です。

https://www.suric.saga-u.ac.jp/funding/saitaku_tobira/
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採択の扉 （SURIC HPより）

28

• 「科研費申請のための頭の整理」
申請書作成前に1枚の紙で「頭の整理」を行ってみませんか？

まず研究全体を俯瞰して見ることのできるよう1枚にまとめると、自身の狙いや考えを整理して
から研究計画調書の作成に入れます。

単に技術の開発ではない事に注意！
学術研究的に何かを解明してその結
果として方法や技術を確立する事が
わかるように

研究業績を網羅するのではなく、
本研究計画の実行可能性を説明において
根拠となる文検討の主なものを記載する。
（1）これまでの研究活動は、
これまでの研究実績や予備的な研究結果
（2）研究環境は、不足分は○○大学から借り
る等、資料（試料）の入手方法等具体的に書
く。指導を仰ぐとは書かない。自分でやるこ
とをアピールする。

対
応
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• 「競争的資金取得に向けた頭の整理」
過去の採択された申請書や各種の研究資料等の分析から、採択される申請書作成のために取

り入れたい共通ポイントを参考資料としてまとめました。
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過去の採択された計画調書の閲覧

39

科学研究費助成事業（科研費）で採択された研究計画調書のうちいくつかを学内限定で公開
する取組を実施しています。いずれも採択された先生方に本取組についてのご理解を頂き、学
内限定公開のご了解を頂いたものです。

研究計画調書の閲覧は、URA室（本庄キャンパス・産学交流プラザ1階101号室）内でのみ閲覧
可能です。

現在公開されている計画調書例

研究種目 所属学部/研究代表者 課題名

基盤研究C 農学部
下村彩 先生

炭素低投入型農業を目指した窒
素固定超増強ダイズ系統の作出

基盤研究C 教育学部
大林将呉 先生

図形領域における小学算数から
中学数学の論証理解への滑らか
な接続に重要な要因の解明

若手研究 医学部
宮原尚文 先生

Deep Learningを用いた胸部X線
画像から呼吸機能を推定する革
新的なプログラムの開発

若手研究 経済学部
孫友容 先生

DX時代における著作者人格権と
著作権の役割分担論

若手研究 医学部
平田寛人 先生

時計遺伝子DEC1による骨芽細胞
への影響に関する研 究―骨粗鬆
症治療の新たな標的

研究活動
スタート支援

教育学部
大林将呉 先生

図形領域における小学算数から
中学数学の論証理解への滑らか
な接続に重要な要因の解明



科学研究費助成事業データベース

40

採択時のデータ（採択課題）、研究成果の概要（研究実施状況報告書、研究実績報告書、研
究成果報告書概要）、研究成果報告書及び自己評価報告書を収録したデータベースです。

科学研究費助成事業は全ての学問領域にわたって幅広く交付されていますので、本データベー
スにより、我が国における全分野の最新の研究情報について検索することができます。

https://kaken.nii.ac.jp/ja/

※様々な項目による
詳細検索もできます。

活用方法は様々

・研究課題の類似研究調査
・研究課題と区分・分野設定の参照
・研究概要の書き方参照

：

https://kaken.nii.ac.jp/ja/


採択へ向けての“秘訣”

41

① まずは以下の３点があるか
• 着想ポイント

なぜそこへ至ったのか、どういった背景なのか
• アイデア

アイデアを生み、整理する
• 業績

関連研究実績をしっかりと積み上げてきているか

② 研究計画調書を書く時間をたっぷり確保

③ 完璧な“陣形”、強力な共同研究体制を整える
• 自分の弱い領域を共同研究者（他人）で補強する

◇審査員の気持ちを察する、心のゆとりを持つ

• 申請書は論文ではありません。審査員に読んでもらって初めて良し悪しが評価されます

• 審査員に最良の「勉強の糧」を与えること
• 唸らせるほどの凄いアイデア、斬新かつ有用な知見・方法論、創造性に富む発想・
着想点 など

参考資料 令和5年 「チームで科研費を獲りにいく！」医学部寺本憲功 教授



「アイデアのつくり方」

42

ジェームス・W・ヤング（著）

1940年から世界中の人々を魅了し続ける不変の法則。
不朽の名著。

(序文より一部を抜粋)

知識はすぐれた創造的思考の基礎ではあるが、十分
でない。

知識は、よく消化されて、最終的に、新鮮な組み合わ
せと関連性をもった姿となって心に浮かび出てこなけ
れば意味がない、という点で彼らの意見は一致する。

アインシュタインはこれを直観と呼び、直観だけが新
しい洞察に到達する唯一の道だと言っている。

アイデアの良し悪しは、遺伝子までも含めてあなたの
もつすべての資質と能力できまるものだ。

内容をもう少し知りたい方はこちらのWEBサイトをご覧ください。

* Sato Masahiro氏note記事 図解「アイデアのつくり方」
https://note.com/satomasa/n/n0413f3aca9b0
イラストで内容をまとめ、紹介されています。

https://note.com/satomasa/n/n0413f3aca9b0


（参考）令和８年度公募における主な変更点等

（１）公募スケジュールについて
令和７(2025)年度に公募を実施する令和８(2026)年度科研費（「研究活動スタート支援」及び
「国際共同研究加速基金」については令和７(2025)年度科研費）の今後の主な公募スケジュー
ルについては、以下を予定しています。

また、「海外連携研究」については、令和７(2025)年度採択分以降、公募は行いません。

※１ いずれも新規応募課題についての日程です。
※２ 上記以外の研究種目の日程については、各公募要領等を御確認ください。
※３ 新規応募課題の採否について交付内定前又は交付内定と同日に研究代表者に科研費電
子申請システムを通じて通知します。

なお、審査結果通知を受け取り「採択」とされた場合、研究開始の事前の準備は可能
となりますが、必要な契約等は従前どおり交付内定後に行ってください。
※４ 予算成立の状況等によっては、交付内定時期が変更されることがあります。
※５ 括弧内は「事前の選考」の審査結果通知の時期です。
※６ 帰国発展研究については、「条件付き交付内定」を行います。 43

※文部科学省：令和８(2026)年度科学研究費助成事業－科研費－（学術変革領域研究（Ａ・Ｂ）、
特別研究促進費）の公募について（通知）より

研究種目名（※２） 公募開始 公募締切
審査結果通知
（※３）

交付内定（※４）

特別推進研究 令和７年４月11日 令和７年６月17日 令和８年１月上旬 令和８年４月上旬

基盤研究（Ｓ） 令和７年４月11日 令和７年６月17日 令和８年２月中旬 令和８年４月上旬
学術変革領域研究
（Ａ・Ｂ）

令和７年４月11日 令和７年６月17日 令和８年２月中旬 令和８年４月上旬

学術変革領域研究
（Ａ）（公募研究）

令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年２月中旬 令和８年４月上旬

基盤研究（Ａ・Ｂ・Ｃ）、
若手研究

令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年２月下旬 令和８年４月上旬

挑戦的研究
（開拓・萌芽）

令和７年７月14日 令和７年９月17日
令和８年６月下旬
（令和８年２月下旬（※
５））

令和８年６月下旬

奨励研究 令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年１月下旬 令和８年４月上旬

研究成果公開促進費 令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年３月下旬 令和８年４月上旬

令和８(2026)年度科研費公募スケジュール（予定）（※１）

研究種目名（※２） 公募開始 公募締切
審査結果通知
（※３）

交付内定
（※４,６）

研究活動スタート支
援

令和７年３月１日 令和７年５月８日 令和７年７月下旬 令和７年７月下旬

国際先導研究 令和７年１月９日 令和７年３月14日 令和７年11月下旬 令和７年11月下旬

国際共同研究強化 令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年２月下旬 令和８年２月下旬

帰国発展研究 令和７年７月14日 令和７年９月17日 令和８年２月下旬 令和８年２月下旬

海外連携研究 公募停止（令和７年度採択分以降、公募は行いません）

令和７(2025)年度科研費公募スケジュール（予定）（※１）



（２）研究設備共用の促進について
研究費の効率的な使用や設備の共用を促進するため、令和７ (2025)年度から、科研費の直接
経費を使用して購入した研究設備・機器のうち、使用ルールで定めた条件を満たすものについ
て、研究機関の内外へ共用することを求めます。特に、当該研究設備・機器を検索システム等
に登録することにより、研究機関内外に対して可視化するようにしてください。詳細は、「研
究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」（令和４年３月 大学等における研究設備・機
器の共用化のためのガイドライン等の策定に関する検討会）及び科研費使用ルール（補助条件
及び交付条件等）を参照してください。

研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン（令和４年３月 大学等における研究設備・機
器の共用化のためのガイドライン等の策定に関する検討会）
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/163/toushin/mext_00004.html

（３）研究データマネジメントについて
令和６(2024)年度から、原則全ての研究種目において研究データマネジメントプラン（ＤＭ
Ｐ）の作成を求めています。ＤＭＰの作成例等の詳細は交付内定時や以下のURL に示していま
すので、当該内容に沿って研究課題における研究成果や研究データの保存・管理等を行ってく
ださい。

また、令和７(2025)年度に提出される実施状況報告書及び実績報告書の一部として、補助事業
により生み出し公開した研究データの情報（メタデータ等）を提出してください。

〇科研費における研究データの管理・利活用について（日本学術振興会ホームページ）

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html

（４）学術論文等のオープンアクセス化の推進について
学術論文の発表等を通じたオープンアクセスの推進のため、令和７(2025)年４月以降に新たに
行う公募から、原則全ての研究種目において、学術雑誌への掲載後、即時に「機関リポジトリ
等の情報基盤」への掲載が義務づけられます。掲載された情報は、実施状況報告書及び実績報
告書の一部として報告いただく予定です。
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/163/toushin/mext_00004.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html

	科研費ガイドブック
	スライド番号 2
	〇 科研費について
	運営費交付金と競争的研究費
	科学研究費助成事業
	制度の変遷と近年の主な制度改革
	科研費審査システム改革の概要
	応募
	審査区分
	審査の流れ
	スライド番号 11
	参考となる関連情報等
	スライド番号 13
	・研究推進課 科研費 WEBページ
	・リージョナル・イノベーションセンター WEBページ 
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	〇 採択を目指して
	各研究種目の公募時期
	学内説明会やセミナー
	SURICによる支援
	スライド番号 28
	採択の扉　　　　　（SURIC HPより）
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	過去の採択された計画調書の閲覧
	科学研究費助成事業データベース
	採択へ向けての“秘訣”
	「アイデアのつくり方」
	（参考）令和８年度公募における主な変更点等
	スライド番号 45



